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第56巻第１号（1998） 1３ （２９） 
Ｔａｂｌｅ２Ｔｈｅａｓｙｍｍｅｔｒｉｃｌ,3-dipolarcycloaddtionreaction明らかとなった(表4)。興味深いこ

































１ｋ（1.Oeq.）（ｆｌｅｑ.） ５ｂ ＯｏＣＷＣｌｏ（An-pCH3OC6H4） ｏＨ＋cisisomer（６） 
TabIe3Theasymmetricl,3-dipolarcycloadditionofnitrileoxides 
to2-buten-1-olslLm. 

























































































































































５６豚－９２ＣＯｄＢｕ ＣＨ３ ｂｂ） 
a)OnIyZLform.ｂ)曰Z=3.4/1(inCDCIJ．
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薬学教科書シリーズ「薬用植物学」
山崎幹夫,斉藤和季編
山崎幹夫,正山征洋,小林淳一,斉藤和季,海老塚豊,相見則郎,大泉康,山崎恒義著
丸善Ｂ５判・２７３ページ定価５，０００円（税別）
昨今，地球の温暖化，ゴミの加熱焼却に伴うダイオキ造決定法について解説している。さらに，薬用資源の探
シンの発生，さらにエネルギーに関連する問題が話題に 索・薬効評価の現状と医薬品としての開発のプロセスに
なり，人と自然環境との関わりあいがクローズアップさまで展開している。このような構成は斬新的であり，本
れている。薬の世界でも自然界から恩恵を受けてきた医書は単なる学部学生の教科書に留まらず，大学院生や製
薬資源としての生薬および天然物の恒久的な確保やいま薬企業において天然資源からの創薬研究に携わる第一線
や社会的に要求されている創造性豊かな新薬の開発を目の研究者にとって有用な参考書である。最後に第10章
的として，より動的な要素を取り入れた薬用資源学の新には日本薬局方第13改正に収載される生薬を中心にし
しい教育・研究体制がスタートしている。本書は，「薬用て生薬名，原植物名，薬用部分，産地，成分，適用，薬
資源学」の分野において最前線で活躍されている専門家理，確認試験法，構造式がまとめられ，本書は辞書とし
により新しいタイプのコンセプトのもとに編纂された教ての性格も備えている。なお，ここ数年の薬剤師国家試
科書である。従来の教科書は歴史的な背景に多くの紙面験の頻出生薬には印をつけるなど，薬学部学生が使いや
が割かれていたが，ここではまず，新しい薬用資源学のすいような配慮がなされている。
必要性を示したのち，最新の海洋生物，微生物由来の医価格の面で少し高価なような気がするものの，このよ
薬資源に触れている。またが植物バイオテクノロジーをうに本書は「薬用資源」に携わるあらゆる読者のニーズ
挟んで漢方薬を含む伝承医薬品，有効成分の生合成や構に対応できる必携の１冊といえる。（齋藤直樹）
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